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地域やグループでの研修会・勉強会にぜひお声をおかけください！！ 

 「こころの握手で感動の輪を広げよう！」を合言葉に、地域でワークショップ講座を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
お
約
束
を 

説
明
し
て
い
る
地
域
か
か
わ
り
隊 

メンバー紹介  （敬省略） 

「地域かかわり隊」メンバー募集中！ 

参加者の方々と共に学び育っていくことのできる学習活動「ワークショップ」に関心
がある方、事務局（生涯学習課内☎ 528－2635）までご連絡ください。 

あなたの「座右の銘」は？ 

加藤  彰三  自  ら  生  きていく  活  動には、生涯  学習  は、いい  塩梅
あんばい

 だ！ 

佐々木 敏子  とことん一生懸命．そして．ほどほどに 

田  厚子  誠実に今を生きれば おのずと明日につながる 
 

出町  明美  「ふだんのくらしをしあわせに」 

       一人一人の学びと幸せがまちの未来を創る 

       「しあわせになる」ための学びの機会をすべての人に届けよう 

蓮 井  敦  生きてる限りは心に笑顔を！ 

東  啓 子  真面目とは実行するということ ＜ｂｙ 夏目 漱石「虞美人草」＞ 

平 野  宏  人が何をしてくれたか？ じゃなく自分が何をしたか！！ 
 

母坪 みち代  「昨日またかくてありけり 今日もまたかくてありなむ」 

＜ｂｙ 島崎 藤村＞ 

山田 浩勝   水之就下也 水は低きに流れる 

 

令和３年度 新規隊員１名加入！！ 



 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世代間連鎖する“認知の歪み” 

的な思い込みであ的な思い込みであ的な思い

込みであ的な思い込みであ的な思い込みであ

的な思い込みであ 去
る
９
月
１
日

（
木
）、
一
般
社
団
法

人
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ａ
関
西
代

表
理
事
藤
木
美
奈
子

氏
を
招
き
、
「傷
つ
け

あ
う
家
族
」と
題
し
、

「自
分
の
た
め
の
人
権

講
座
」
が
大
津
市
役

所
で
開
催
さ
れ
た
。 

子
ど
も
に
異
常
な

程
怒
り
を
ぶ
つ
け
る

の
は
、
自
分
の
心
に
問

題
を
も
っ
て
い
る
た

め
。
自
分
の
親
に
さ

れ
た
よ
う
に
し
か
子

育
て
で
き
な
い
。
親
か

ら
受
け
た
心
の
傷
を

癒
さ
な
い
と
、
子
ど

も
を
愛
す
る
こ
と
が 

★
人
権
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
地
域
活
動 

の
普
及
。 

★
「生
き
生
き
と
し
た
（参
加
の
意
識
を
も 

ち
）、
楽
し
く
（一
人
ひ
と
り
が
認
め
ら 

れ
る
）、
将
来
に
つ
な
が
る
（参
加
者
が
向 

上
心
を
も
て
る
）」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
参
加 

者
と
共
に
学
び
育
って
い
く
た
め
、
フ
ァ
シ 

リ
テ
ー
タ
ー
（進
行
役
）と
し
て
、
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
学
習
活
動
を
行
う
。 

  

 

地
域
か
か
わ
り
隊
の
活
動
目
的
・
内
容 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は 

？ 

参
加
体
験
型
学
習
と
も
い
い
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
習
し
て
い
く
方

法
。
話
し
合
う
課
題
（テ
ー
マ
）を
決
め
、
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
司
会
進
行
役

を
中
心
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合

う
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
話
し
合

った
内
容
を
発
表
す
る
。 

意
見
交
換
す
る
・調
べ
る
・発
表
す
る
・体

験
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
し
て
い

く
中
で
、
お
互
い
の
学
び
合
い
か
ら
、
自
分
の

考
え
を
深
め
た
り
、
広
め
た
り
す
る
学
習

方
法
。 

 

 

難
し
い
。 

藤
木
氏
は
、
生
育

過
程
の
環
境
が
原
因

で
受
け
た
心
の
傷
を

「
育
ち
の
傷
」
と
呼
ん

だ
。 思

考
は
、
感
情
と

体
調
に
影
響
を
与
え

る
。
偏
った
極
端
で
被

害
的
な
思
い
込
み
や

決
め
つ
け
「認
知
の
歪

み
」は
、
そ
の
人
を
育

て
た
周
り
の
大
人
の

環
境
が
大
き
く
左
右

し
、
世
代
間
連
鎖
す

る
。 例

え
ば
街
で
人
と

ぶ
つ
か
った
時
、
「わ
ざ

と
や
ら
れ
た
。
」と
感

じ
れ
ば
、
被
害
的
な

思
い
込
み
で
あ
る
が
、

「道
が
狭
か
った
か
ら

仕
方
な
い
。
」と
捉
え

れ
ば
楽
で
あ
る
。 

 
相
手
の
心
や
考
え

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
正
し
さ
に
こ
だ

わ
る
必
要
は
な
く
、

自
分
を
楽
に
す
る
思

考
を
探
し
、
定
着
化

さ
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
語
った
。 

 

「地域かかわり隊」のワークショップとは … 

例えば、地域の行事（地蔵盆や運動会やお祭り）は必要か … というテーマに対し 

必要 or まあまあ必要 or あまり必要ではない or 必要ではない に分かれて発言します。 

毎日仕事で忙しいし、ましてや役員な
んかにあたったりしたら大変だし … 
必要ないと思うけど。 

コミュニケーションを図る絶
好のチャンスの場だから … 
絶対必要だ。 

最近体があちこち痛いし … 
出来れば参加したくないけど、近所づき
あいがあるし … 
行事が減ってくれれば良いけど。 

役員にあたるのは勘弁して欲しいけ
ど、行事に参加すると、みんなが話し
かけてきてくれて楽しいので、なくなって
しまうのは寂しいかなぁ。  

必要派 

b\ 

不必要派 

b\ 

どちらかと言えば不必要派 どちらかと言えば必要派 

b\ 

互いの発言や立場を理解し認め合いながら、自分たちの身近な課題について考えることが 

大切です。そのためのお手伝いをさせてください！！ 


